
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 47,896 55,214 47,980 75,905

事業費

の内訳

令和3年度決算

１１，９８０千円
糖尿病予防対策事業費１，３１０千円、国民健康・栄養調査費０千円（新型コロナウイスル感染症
の影響により中止）、第３次食育推進計画推進費６，１８０千円、健康さっぽろ２１運営・進捗管理６
３７千円
、会計年度任用職員賃金２，６２１千円、その他１，２３２千円

令和4年度予算

２５，５０５千円
糖尿病予防対策事業費１，８８８千円、国民健康・栄養調査費２，９０１千円、第３次食育推進計画
推進費１１，１１０千円、健康さっぽろ２１運営・進捗管理５，６３６千円、会計年度任用職員賃金２，
８３５千円、その他１，１３５千円

人工 5.0 5.0 5.0 7.0

人件費 36,000 36,000 36,000 50,400

事業費 11,896 19,214 11,980 25,505

うち特定財源 437 2,908 655 3,530

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

健康増進法、母子保健法、食育基本法、食品表示法

他都市の状況

全政令指定都市で実施されている。

実施結果

・「健康さっぽろ２１（第二次）」及び「食育推進会議」については書面にて進捗管理を行った。
・食育推進計画等に基づき、企業や関係機関と連携し、ウェブによる研修会やポスターの掲示、資料配布等によ
り、健康的な食生活に関する普及啓発を行った。
・食品表示法による栄養成分表示について、業者等からの多くの相談に対応している。
・新型コロナウイルス感染症により「国民健康・栄養調査」は中止となり、併せて「札幌市健康・栄養調査」も中止と
した。

事業実施における
工夫点

ポスターや資料等の市民への食育啓発ツール作成に広告事業を活用した。また、イベント等では企業等の協力に
より経費を削減した。新型コロナウイスル感染症の影響により中止した教室等は、札幌市公式ホームページに動
画や写真、資料等を掲載し、情報提供を行っている。

対象者 市民 開始 平成31 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

１日の野菜摂取量（20歳以上）を300ｇにする。

長期

食育の総合的・計画的な推進

取組内容

①「健康さっぽろ２１（第二次）」の運営・進捗管理②食育推進会議の運営・進捗管理③健康さっぽろ２１及び第３次
札幌市食育推進計画に基づく啓発や食支援事業④食育を市民活動として活性化するための支援⑤生活習慣病
予防対策事業（若い世代、働く世代）⑥健康増進法に基づく特定給食施設指導等⑦国民健康・栄養調査⑧食品表
示法に係る業務⑨区ネットワークでの食育推進事業等⑩食生活改善推進員協議会への補助

011-676-5156

施策名
子ども・若者を社会全体で育成・支援する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 食育推進費

評価担当課
所属名 保）保健所　健康企画課
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事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 20495



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
事業に沿った適切な支出を行った。一部事業では新型コロナウイルス感染症の影響を受け、実施できないも
のがあった。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

「健康さっぽろ２１」及び「札幌市食育推進計画」に基づき、健康寿命の延伸に向けた事業に取組む。

予算
「健康さっぽろ２１」及び「札幌市食育推進計画」で重視するべき対象
者への啓発や取組の実施を踏まえ、適切な予算措置を行う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

企業、関係機関、団体等と連携できる事業の見直し
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

「健康さっぽろ２１」及び「札幌市食育推進計画」における指標の目標達成に向け、産学官及び関係機関・団
体と協働し、持続可能な取組を実施する。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

民間企業、関係機関・団体、学校、地域等の協力を得ることで、効率化を図り実施することができ
た。また、市民への情報提供はホームページやメディア等のあらゆる媒体を通じて実施する等の
工夫をした。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

各種事業の参加者の声やアンケート結果等から、食や栄養・健康に関する事業は、満足度が高
いと考えられる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

健康さっぽろ２１（第二次）及び第３次札幌市食育推進計画に基づき事業を実施した。食育の総合
的・計画的な推進をするための取組内容として挙げた項目は、計画的に事業の実施及び評価を
行い、一定の効果が見られた。
なお、新型コロナウイルス感染症の拡大防止により国民健康・栄養調査が中止となり併せて札幌
市民健康・栄養調査も中止としたため、令和３年度実績値を示すことが気でなかった。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

限られた人数、予算の中で工夫して事業を実施し、実施規模としては適切であった。

項目 判定 理由

292ｇ 調査中止 300ｇ

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 １日の野菜摂取量（20歳以上）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

調査中止

300ｇ

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 １日の野菜摂取量（20歳代）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

調査中止 292ｇ 調査中止


